
日本語教育における文法の問題

一 一動詞表現における助詞の用法一

森 田 良 行

1動 詞表現と助詞の問題

目本語 を学ぶ外国人に とってむずか しい 二との1つ に助 詞の使 い分けが

ある。同 じ 「山」で も 「住む」な ら 「に」 をと り・ 「生活す る」な ら 「で」

をとるとい った使い分 けである。

山に住む/泊 まる

山で生活す る/暮 らす!過 ごす/(月 目を)送 る

これ ら助詞の使い分 けは後続動 詞によるばか りではない。

富士山にのぼ る。

坂道 をのぼ る。

と先行語に よる場合 もあ 窮 さ らには同 じ文脈 であ りなが ら

教室にあ る。1教 室 である。

の よ うに助詞に使い分けの見 られ る場 合 もある。 これ は 「～にある」な ら

何か物品が置かれてい る(ま たは設置・保存・展示 されてい る)と い う場 合

を考え,「 ～である.」な ら 「開催す る」とい う意味か ら,会 議 ・映 画会 ・音

楽会 ・宴会 ・講 演 ・試験 等の行事や催 し物 を連想す る。 このよ うに,日 本

語においては前後の文脈や表現者の 発想の違 いによ って助詞 の使い分けが

お こ り,こ れがは じめて 目本語 を学習す る者 に とってきわ めて習 得困難な

ものの1つ とな ってい るの である。

ところで,こ うした助詞の使 い分 けに関 し,一一般の辞書類や文法書 では,

単 にその助詞 自体 の意 味や用法 を分類 し,個 条書 き的に解説 し・用例 をい

くつか示すのみで,特 に後続動詞 とのかかわ り合いや・それ をも とに した
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各助 詞の本質的機 能の 問題,さ らには 各助詞間の 意味 ・用 法一Lの 違いな ど

にふれ ていない。 これは,現 在 の国文法 が,単 に品詞 分類 を旨 とし,分 類

され た個 々の品詞 に対 しては,そ こに所属す る各語 ご との意味 ・用法 をた

だ列挙的 に記述す るに とどま っているためである。 そ こには最 も具体的言

語事実 である 「文表現」へ の発展 をめざ した,文 脈 展開におけ る語か ら語

ヘグ)意味的関連 と制約,各 語 間の意 味的結ぴつ きとい うものがなん ら考慮

され ていない のである。

日本語教育 において望 まれ る文法 とは,と ウもなお さず表現 に結 び〆)い

た文法,文 表 現へ の発 展 をお さえた文法であ る。 文法書の よ うに品詞 論 と

して 助詞 の総 括的機 能 を 解説す る ことで も なけれ、ば,鯉 語辞典 グ)ように

「に
」 や 「で」の意味 を個条書 き 的に分類整 理する ことで もない。 格助詞

が他 の助詞 とどう違 うか を知 ってい て も,ま た 「に」や 「で」 に何種 類の

意味 があるか を知 ・・ていて も,そ れは概念的知 識で しか な く,日 本語 を正

しく表現 し理解するためにはなん ら役立た ない 。なぜ この 文脈 の とき 「に」

が立 って 「で」 が立たな いのか。前後 の文脈 とそ こにあるべ き助詞 との有

機的関係を整 理 し,助 詞の選 択が表現の発想 にまで結 びつ くような,文 論 ・

表現 論的立場か らび)文法記述が要請 され るのである。

目本語の動詞表現は,述 部た る動詞 を中心に,順 次

ダ レガ イツ ドコデ ダ レ ト 何 ヲ スル。
1励(夢 恒)睡 ツ例

と連用修飾語 を冠 してい くことによ り,1つ の動作 ・作用表現へ とま とま

ってい く。(こ の組み 合わせ をま とめる と次ページの表の ようにな る。)

と ころで,い ったいなぜ時間の 「一で,一 まででばは場所の 「～まで量

～で」 と結び付 きに くい7)か ～i-10時 で学校 まで行 きます 。」「10時 までで

家 で寝ます。.1の よ うな言 い方が 成 り立 ちに くいのは なぜか⊇か ような問

題 は少な くとも従来の文法論 では らち外 の問題 であ った。 これ か らの文法

研究は この ような 問題 をも射程 に収 め得 るよ うな論的立場が 要請 され る,

文 法は語論 のわ く内に 閉 じ込 めるべ きではない・ 文法は形 式の問題 であ る

として意味の問題 を なお ざ りにすべ きで もない。 「ダ レガ イ ッ ドコデ
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私は

彼は

10時 か ら

!o時 ま で

教室へ

教室に

教室で

学校か ら

1〔)1時ilこ 【羊校 まで

学校 へ

10時 までに 学校 に

家

本を

電話 を

電話 を

食事を

家 へ

拍 時で 家 に

10時 までで 東京を

仕事を

ダレ ト 何 ヲ ス'レ。Jと い う文表現への拡張 を目ざ し,

は 常に動作作用表現 とい う全体の意味の流れ(文 脈)の 中の一

らえ られ てい く,そ のよ うな文論 と直結 した文法論が必 要なのである。

の よ うな 文法的視 野に 立つ とき,「 ダ レガ(ハ)・

「は
・が」の問題や,動 作 作用表 現において重 要な 「イ ツ ー ・

デ...ス ル」 とい う 時間 ・場所 の問題.「 何 ガ..

とい う自動表現 ・他動 表現 の問題,㌧ ・・スル 仁,

とい うテ ンスや ア スペ ク トの問題,さ らには 「一

とい う受動態や 使役相の問題な どが 重要 な課題 として 浮 かび.ヒ が って く

る。 これ らの諸問題 を解決 し・ それ に よって得 られ た知識 をもとにそれ ら

のル ール を練習に取 り入れ,順 次組み 合わせ拡張 して文表現へ と高めてい

くこと こそ真に役 立っ文法能 力を身 につ ける こととな るであろ う。
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運 び ま す 。

い ま し た 。

運 び つ づ け て い た 。

眠 っ て い た 。

読 み ま す 。

帰 り ま す 。

か け ま す 、,

行 き ま す 。

か け ま す,

来 ま す.

寝 ま す 。

し ま す 。

出 ま す 。

帰 り ま す 、、

帰 り ま す 。

去 り ま す.

や め ま す 。

寝 虫 す 。

個 々 の 句(文 節 〉

・機 能 と し て と

、.スノレ」 と い う 助 言司

ス ル 」 「ド コ

ス'レ」 「f可ヲ,..ス ノレご

シ タ/..,シ テ イ ル 」

サ レ ル/...サ セ ル ・



この ような学習計 画を 立 てる場 合,特 に注意 しな ければ な らない こと

は,「 何 ガ何 スル」 とい う現 象文学習 の課 程の中に 「何ハ何ダ」「何 ハ ドン

+ダ 」 とい う判断文 をまぜ 二ん だ方 リキ ュラムを組 むことである。 これ は

学習者に無用の 混乱 とむ だな骨折 りとを与 える ことになるであろ う。1～

スル」の動詞 表現で始 ま・・}たな ら 「～シ ダ,～ シテ イル,_.」 とその課

程が終わ るまで動詞表現1本 でお し通 し,先 の拡張法 で時 間表現,場 所表

現,,.,と 順 を追 ってみ っち り教 えこむことが肝要 である。 そフ)場合,動

作 ・作用表現 と関連づけ て,時 間 ・場所表現 にお ける格助詞 の用 法 もあわ

せ扱 うことが望 ましい。時や場所の 表現は動詞表現(動 作 ・作用表現)に 主

として用い られ るとい うことを銘記すべ きである。 皆で付句を してい く遊

び 「ダ レガ ・イッ ・ドコヂ ・ダ レ ト・何 ヲ ・シ タ。.1と い うあの ゲームは,

動 詞表現だか らお もしろいの である。

II動 詞表現における時間の言い方

動1乍 ・作用表 現におけ る時間の言 い方は次グ)6種 である*。

①10時 か ら始 まる。

③10時 に終わ る。'

⑤10時 で終 わる。

②10時 圭 ■続 く。

④10時 までに終わ る。

⑥10時 までで終わ る。

L「 ～か ら.ヲの用法

「かF )」 は動 作 ・作用 ・状態の開始点を表わす。 「か ら.1に よ って導かれ

る動詞は本来継続 を前提 とした行為 ・作用の動詞(継 続動作動詞)で ある。

○ こグ)4月 撫.勤 務史盈 ことにな りました(1工47〉**

;皆 二..;bけ功 荏.聴 伴う用法に限った揚合である。「あした終わる。」 のような,そ

れピ]1唇連 胴修飾語として動作 ・作用の時間性を表わす場合は,こ こでは考察の対象

からは『ずしてある。

林 用例は.早大語研目本語中級教科書から採 った.ア ラビヤ数字は第 【部・第H

部、第IH部 を表わし,算 用数宇はページを表わす。(II47)は 巾級第II部47ぺ
一ジから引用の意である。なお,他 の資料や作例は喪示を欠く。
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O勤 め を終 えてか らあちこちほ うろ うす る傾 きがあ る(U85)

瞬 間 動作,た とえば 「10時 か ら死ぬ」な どとは言えない。 しか し,

○ 大学 生活 は入学式か ら 始 ま ります.(191の よ うに 「一に始 ま りま

す」 と置 きかえ可能な瞬 間動作動詞 が用 い られ てい る場合 もある。 この場

合は,そ の背後 に必ず継続行為や状態(こ こでは大学生活)が 予想 され る と

きである。 「か らJは 行為 ・動作 ・状 態の継続 する範 囲の起 点 を 区切 る意

識 があ り,「 それ以前は違 うがそれ以 後は」 とい う気持 ち を持 つ。 それ ゆ

え状態 を示す 「ている,て あ る」,継 続 を示すて 「てい く・ て くる」 の表

現形式 をとる ことが 多 く,こ の揚合 は 「ず っと前か ら死ん でいる一∫のよ う

に瞬 間動作動詞 も成 り立っ。

O若 い ころ埜 存 じ上 げ工装ユ漢す。(Il27〉

○ 夫が死ん で並 は亡夫 の世話 にな っ.てヤ』た。(ll146)

○ 以 前埜 若い、入た ちに愛好 さ劃 丁。煮な。(i44〉

また 「か ら..1の先 行語は一一時点 を示す もののみ とはか ぎ らない。時 間的

幅 をもつ場 合 もあるが,「 か ら」 の開始点の意味に変わ りはない。

○.も 煮.も2 、と、きか ら将来 ・気 象学 をや ろ うと思 っていた。(H62〉

O・ 占くか らこの 交 通 に よ る 利 益 は ・一 が 専 有 す る に 至 ったのは

(III60〉

「'から」 は 「10時 か ら」 と 名詞 を受ける 場合の他 ,「_,シ テ カラ」 と

「て
」 を介 して 動詞 を受け る場合 も多い。 この場合 は 「・_シ テ カラソノ

ア トデ...ス ル/・..シ テ 以来 ・一 ダ、1の 意 とな る。 「か ら」 を省略 して

も文意は変わ らない。

○ 茶 を飲 んでか ら茶 わん をち ょっ とながめた。(III52)

○ 東 京へ来 てか ら もう3年 半が過 ぎま した。(II43)

この 場合 「か ら』に導かれ る動詞は 瞬間動作動 詞 も可能 である。 なお

「茶 を飲 むか ら 一 ・」 と 動詞 に直接す る場合 は原 因を示す 「か ら」 で,時

間の 「か ら」 ではないo

「か ら
Jに よって導かれ る 部分 も動詞以 外にいろいろあるが・ 時間の起
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点 とい う意 味ではこれ も同 じである。

O

O

O

O

O

「か ら
」 が起点 を 表 わす ところか ら,

点 を示す 「まで,

O

Q

O

O

き ょうは 朝か ら暑 い。

lO時 か ら開始 です。

大学 を卒業 してか ら後 の生涯 は(H58)

挑 山 時代か ら伝世の茶わん(IH53)

そ の 前 って,い つ ごろか らですか。(IH91〉

開 始 された行為 ・作用 ・状態 ¢)終

に,へ 」な どと呼応す る形式が生 まれ る。

8時20分 か ら夜10時5分 まで授業 が行 なわれ ています(【4)

建 国 ごろか ら平安朝 までは西のひ と り舞台 だった(HI59)

6月 中旬か ら7月 上句 にか けて こうい う気 候にな る(137)

ゴ シ ックか らルネサ ンス,さ らに.バロ ックヘ とい う発展(II[64)

2,「 ～まで」の用法

「まで
」は継続す る行為や作用 ・状 態の範囲(行 為 の続 きお よび期 間)を

表 わす。 行為 ・動作 ・作用 ・状態の継続がいつ まで続 くか,継 続 のお よ、も=

限界 を示 す。

○ 夜 おそ くまで試験勉強 をす る。(144〉

「まで
、】によって 提示 され る時点 を窺 に,以 後はそ うではない とい うこ

とを念頭 においた言表である。

○ いままでは都電 でしたが(18)

「一か ら一まで
」 と行為 ・作用 の開始を 前提 とした表現で,継 続す る行

為 ・作用 ・状 態 を 「か ら一まで」の 範囲で匿切 り,「 まで」以前はそ うで

あったが 「まで」 以後は違 うとい う意識 をも')。 その意味では 「か ら」 と

F'まで
」 とは表裏 をなす表現 と言 える。

○ 終戦 の翌年 か ら今 日まで21年 間(III23)

07月 上 旬か ら9月.上 旬 までの約2ヶ 月で(r10)
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「まで
」 によ って引 き出 され る動言頁iはふつ う継続動作動詞 ・状 態動詞で,

瞬 閲動作動詞の場合 「15目 まで結 婚する..1と か 「火曜 まで死んだ」な どと

は言え ない。 ただ し継続性 も表わす動詞1た とえば 「夜中 まで壷」≦/来 月

まで行 く1今 月の13日 まで出 る/月 末 まで帰 る」 のよ うな語 は 「まで」σ)

後 に 続 け ると,そ れぞれ 「書 きつ づける/通 う/出 演する/帰 郷の状態一1

とい う継続 性の意味を帯 びる点に注意 したい。 また・

○ つい最近まで_.放 置されて いた、(Trl5㊦

O明 け方 まで電気がつけてあ った。

と 「ている,て ある」が現われ る点 も 「か ら」 と同様 である。 この場合

は 「・)ける」の ような 瞬 間動 作動 詞 も現われ る。 「まで」 が継 続動作の範

囲 を示す ところか ら 「10時 まで書い∫」」竃2」 のよ うな完了時点 を表わす

言い方は成 り立たない。1ま で」は動詞の他に 名詞や形容詞等 に も係 る,、

Q午 後2時 まで仕事、,(H17)

O最 後 までそれ だけが心残 りだ った。(H29)

○ 夜 おそ くまで電車や 自動車の音が うるさ くて([18)

○ 来 週の この時間 まで,さ よ うな ら(141)

ま た,先 行語 は名詞 とは限 らない、、動詞 を受け る例 も多い。

O慣 れ るまでか な りか か りま した。(1115)

○ こ うなるまでの苦労 はたいへん だった(H16〉

か よ うな,動 詞 に直接 する方式は時間の 「まで」 に限 られ・後 で述べる

場所 ヴ)「まで」には現 われ ない。 また 「まで も、 で さえ」 の意味 をもつ副

助詞の 「まで」に も現われ ない.し たが って

Oお と うさんが ご飯 を食べる まで,_

は 「食丼始 メル(食 べ終 ワル)ト キマデ.」とい う時 間の 「まで 」に訣 ま っ

ているが7

0お とうさんが ご飯 を食べ る ときまでぶ つぶっ 言 う。

O大 みそかまで働 く。

とな る と,名 詞 に接続 しているため,時 間 のrま で」か 強意のr虫 で、
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か区別がつかない。時間 「_.ニ ナルマデ」 とも,強 意 「_,ト キ デ スラ

1..9ト キ マデモ」 ともとれ る わけ であ る。 時間の場 合は 「か ら,1と 対応

す る形式で格助詞 とと り,強 意の場 合は 「さえ,す ρ),も 」 と同様 副助詞

と考えるべ きであろ う。

3.「 ～に」の用法

「に
」は行為 ・作用の成立時点 を表わす。 「に」 によ・・戸て提起 され たその

時刻(ま たは時間帯)に 成立す る瞬間動作で,継 続行為の開始や終了に も,

瞬 間動作 の瞬 間的生起 にも用い られ る。 その点 「に.1に よ ・ゲ(導 かれ る動

詞はきわめて多彩 で,他 の助詞 に比 して制約 が少ない*、,

「に
」には成立の 瞬 間時点 を表わす もの と,幅 をもrた 時間帯 を表わす

もの とが あるP

Q6時32分 に 上野駅に着 くと(IU7)

○ 何 日の何時に来 ると言われて も(II69)

瞬 間 時点 とはい って も 「ごろに..1とか な1りば くぜん とした言い方 も可能

であ る。

08時 ごろには帰 りて きた し(1158)

O何 時 ご ろに どこそ.この橋 を渡 一・)たとい う,kう な ・痔実が(IH42)

01分 お きぐらいに電車 が発着 している(17)

幅 の ある時間帯 とは

O月 に う度 も6度 も足を運ぶ(i26〉

O眠 っている間に取 り替えが きか な くなる(Hl2)

O心 の 柔 らかい年代に読んでお きたい(11114)

の よ うに,そ σ)時間帯の中で成"!:す る 行為 ・作用 ・状態 で,

*た だ し「から,ま で」 と違って 「にJに は形容詞 ・形容動詞がふつう続かな

い。r富 士山は4時 に美 しい。.rなどとは言わない。 もっともrは 」を受けてr5時

ごろにはもう暗い。」のような言い方はある。 また,希 望 「ほ しい,た い」 表現は

痔間のrに.』 が可能で,r3時 にほしい.D/8時 に来てほ しいp!4時 に帰 りたい。.」

などと言える9
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○ 中世代に爬 虫類が住 んでいた。(III39)

○ 大 学 にい る ときには講義 も聞いていない。(II61)

の よ うに 「てい る」表 現 も可能であ る。 また,特 殊 な言 い方 と して

O複 雑 な現代 に生 きてい くには(IH13〉

の よ うな 「をち と置 きか えのき く継続行為 に使 われ る ことがある。

1一に」 表現 は体言 にのみ後続 し・ 「か ら」や 「まで」 と違 って動詞に続 く

言 い方 を持 たない。 また,時 と して 「に」 を落 と した言 い方 も成 り立 つこ

とが ある。

O学 生時代(に)は..,を 楽 しみ に していた ものだ った。(144)

O大 正4年(に)こ の発明の特許 を とった(154}

○ 上 京 したお り(に)印 刷所 をたずね てみ た。(m9)

「あ した
,明 朝,午 後,来 年,昔,以 前,最 近,い ま,現 在」な どは 「か

ら ノまで」 表現 の場合 は 助詞 を落 とす ことはで きないが,「 に」 表現の と

きはそれ 自体 独立 して用 い られ,「 あ したに終わ る」な どとは言わない,た

だ し 「にす る/に なる/に かけて 〆にわた って 〆において」 な ど固定 した

言 い まわ しの場合 は この限 りではない。

O今 にな っても父 を うらや まし く思 うのは(II59)

08時 半 ごろにか けて戦争の よ うな忙 しさが続 く。(1117)

○ 今 日において さえ_.貧 弱 さは驚 きである。(III561

4,「 一 ま で に 」 の 用 法

「までに
」は行為 ・作用 の成 立時 点の範 囲の限界 を表 わす。

010時 ま でに来 られ る⊇(116)

Q1月17日 ま でに ご一一報 くださるよ う(II16)

あ る行為 ・動作 ・作用 の成 立が どんなに遅 くともその時点 を限界 として

*時 間の 「を」は特に本論ではとり上げなかったが・行為の 目標を表わす 「12月

1日 を目安に完成を急ぐ。」「2月11日 を建国の日とする。」などもある。
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それ以前 のある瞬間に成 立する ことを示す。瞬問動作に も継続 動作 フ)開始

や終 了に も用い られ るが,状 態動詞 「m時 までにい る。.」とか 「ている!

て ある」 の状態表現や 継続行為 「10時 までに書 いてい る.」 「10時 までに

書 きつづける」 な どとは 言 えない。 もちろん 「15歳 まで にず ばぬ けてい

た」のよ うな状態の意 を帯び る動詞に も使え ない。

「までに
」形式が瞬問動作成 立の 限界点 を示す ところか ら,先 行語は瞬

間点 を示す語 に限 られ,「5分 間までに」の よ うな幅 を もった時問帯 の語 に

・は続か ない。 それゆえ 「5分 までにrと 言 った場 合,「5分 」 とは 唱 時 う

分」の よ うな瞬 間点 であ 。・て 「5分 間.1の 意 味ではない。 ただ し瞬 間点 と

い っても 「5分 ごろまでに」 と,ば くぜ ん化 した言い方は 可能 である。 「ま

でに」 が瞬 間成 立の限界点 を示す ところか ら,継 続性 も表 わす 動詞 をごの

形式 に続 ける と,そ れは瞬間動作の意味 として働 く。 「15日 まで萱 ≦」の

ときは 「書 きつ づける」 とい う継続 の意であ ったが,115日 ま でに巡 」

となる と 「書 き上げる/書 き始め る」 とい う成立時点 の意 と変 わる。 同様

「10時 までに互 ≦
.」は 「出掛け る/到 着す る」・「10日 までに世至 」は 「引

っ越す 」,「10日 ま でに帰 る」 は 「帰宅 する」 とい う瞬間動作 となる。

なお,こ の形 式は 「3時 まで に書 いてお く。/あ したまでに聞いてお き

ま し ょう。/7時 までに始め よ う。」の ように,多 くは有意志性 の.人間行 為

に用 い られ,他 力本願 の人問行為や 自然現 象 ・作用 な どを表わす動 詞が来

る場合 も,そ れ に対す る話 し手の判断や推定 が付加 され ている と考え るべ

きである。

02時 までに売 り切れて しま う(ニ チ ガイナイ)。

○ あす までに死ぬ(ト 私 ハ思 ウ)。

O夕 方 までに雨が降 り出す(デ シ ョウ〉。

「までに」は成 立点の限界の他に ,時 問帯の限界 を示す こ ともある。

O午 前10時 か ら午後4時 までに授 業のある 日が(正5)
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5.「 ～ で.iの 用 法

「で
」は終 了時点を表わす。 終了時点ゆえ,そ の行 為 ・作用は継続す る

行為 ・作用であ ることを言外 に認 めての表現である。・

Q余 震 は3時10分 で やんだ。

継続 して きた(と 判 断 した)行 為 ・作用 の完了終 止する時点 を示す とい う

点 では 「に」の用法 ど…部重 なるが,表 現 意識 が異 なる。

「で
」 は今まで継続 して きた(と 認定 した)行 為 ・作用 の終 了点であるか

ら,r5時 一地震があ った」r目 曜 日～行 く」の よ うな瞬間成立の用例やr5

時 ～始 まる」 の よ うな開始点の用例 には 「で」 は不 可能であ る。(こ の場

合 は 「に一 を用 いる。)し たが ウて1'5時 で死 んだ」 は 直∫能で も 「5時 で生

まれ た」 とは まず言 わない。しか も 「5時 で死んだ。」 と 「で」 を用 いた場

合 は 「に」 と違 って,と にか く何 とか続 いた生命活動 も5時 でついに.止ま

って しまった とい う,継 続動作 や状態(生 きている)が 終 了 して他の動作や

状態(死)に 切 りかわ った とい う意識 が働 く。 「5時 に閉店 です。/5時 で閉

店 です。」 の差 も同様 である。 「に」は単に シ ャッターを降 ろす時 刻 を問題

とし(そ れ ゆえ 「閉店」 は瞬 間動作),「 で」は 今まで続 いた営 業 を閉店状態

に切 りかえ る刻限 を考慮 す る(そ れ ゆえ 「閉店」は継続動作>。「で」が 「で」

以前 の継続行為 ・作用 を問題 とす るところか ら・た といrで..1以 後 に行な

う行為 を表わす動詞が後続 した場 合,た とえば 「10時 で寝 る。、qQ時 で帰

る。」 で も,決 して寝る 時刻 や帰 る 時間 を述べ ることに話 し手の意 図があ

るのではない。 それ まで続けていた何か(そ れ は ことばび)上には表わ して

いない が,II』事 ・勉 強な ど)を1〔}時 とい う刻限で打 ら切 り,他 の行為(「寝

る ・帰 る」 な ど)へ 切 りかえる とい う転換 意識 なのである。 言 ってみれば

「10時 で寝 る
」は10時 以 降の寝 る行 為が問題 なのではない。 それ まで続け

たm時 以前の行為 の終 了転換 に表現o)重 心 が 置かれ ているのである。 そ

れは 「ft事 を10時 でや めて寝 る」 と等価 であるこ とを意味す るのである。

その,鵡 同 じ文脈 で も 「で」 と 「まで」 とは逆 の意 味 をもつ。 「10時 まで
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寝 る。!10時 で 寝る。」寝 てい る時問は 「まで」が10時 以前,「 で」 が10

時 以 降である。

「で
■ は継 続行 為 ・作用 の転換時点のみ を問題 とし,特 に終了転換に先

だつ継続の幅 を問題 としない ところか ら,「か ら」 を受けた言 い方 「5時 か

ら8時 で終わ る。」 な どとは言えない。 この場合 は次の 「までで」が使用

され る。 ただ し,転 換刻限 ・期限 を示す時間帯・転換 に要す る時間 ・期間

の語 には用い ることがで きる。

05分 ほ どで済む と(II81〉

「赤 ん坊 は5分 で眠 った
。/仕 事 は3時 間で終わる。/1週 間で帰 る。」な

ど、 これは時間以外の 「100円 で 買 う」 な どにも用い られ る。「で」 にか よ

うな用法 もある ところか ら,「5分 で終わ る」 には 「何時5分 で」 とい う時

点 を示す終 了時刻 と,「5分 問で..星とい う所 要時間 との2様 の意味が 凌)る点

に注意 したい。 最 後に,「 で」は1に 」 と同様,動 詞 に続 く言 い方 を持 た

ないこ と,ま た,「 で.」プ)あ とに形容詞 ・形容動 詞が来ない ことも付 け加

えてお こ う。

6.「 ～ ま で で 、1の 用 法

丁まで で1は ,継 続す る行為 ・作用が継続可能の限界に達 し,そ れ以降

まで続 けない(ま たは続 かない)で 終止す ることを示す。 この形式 は 「～か

ら～までで」 と対応す る形式 で,継 続行為 ・作用の起 点 を前提 とし・その

起点か らず っと続 いた行 為 ・作用 を打 ら切 る意識 をもつ。 したが って1終

了点のみを問題 とし起 点を もたぬ

Oと けいは8時 で』LまっているD

な どは 塾 時 主でで」 とは言わないが,

じ こヴ.♪とけマ聞ま8日寺までで.止まるだろ う。

の よ うに 「今か ら8時 まで」 と起 点を意識 し継続 の範 囲を考 えてい る場合

には言 えるわけであ る。同 じ終了点 を意識 した言 い方

O受 け付けは8時 一締め切 りました。
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も,「 で」 を用いれ ば終 ゴ点 を問題 とし 「までで」 を用いれば継続範囲 を

問題 とす る意識 である。 「までで.1は 継続行為 ・作用の幅 を区切 る作用が

あ り,そ の点 「で..1と 違 って継続性 をは っき り言表 した言い方であ り,継

続動作 ・作 用o)転 換意識 はない・打 ち切 り意識 である。用 い られ る動詞 は,

動 作の終止 を意味する 「やめる,止 まる,終 わ る,締 め切る,打 ち切 る」

な どであ る。過去の ことに も未来の ことに も用いる。

○ 受け付けは9時 か ら4時 までで終わ ります。

「までで
」 は時間の幅 を区切る作用ゆえ,先 行語は1時 点を表わす語σ)

み で,時 間帯 を表わす 「3時 間 までで終わ る」などとは言えない。 また,

「までで」は可能の限界に達 して打 ち切る とい う話 し手の判断 ゆえ ,

O仕 事は8時 まででやめよ う。/終 わ りだ。

のよ うに,話 し手の意志 ・推定 ・判断等の気持 ちが文意に添 ってい る。「ま

でで」は 「まで」 に断定 σ)助動詞 「で」 が付いた もので,中 」.L法を 持つ,

III動 詞表現における場所の言い方

動作 ・作用 ・存在 表現 にお ける場所 の言い方は次ヴ)6種 である、,

①,東 京か ら出発す る。 ② 東京 まで行 く。

③ 東京へ行 く。 ④ 東京 に行 く。

⑤ 東京 で行 な う。 ⑥ 東京 を出発す る。

1,「 ～ か ら 」 の 用 法

場所表現 と して¢)「か ら」は,動 作¢)起点

0渋 谷か ら出 る東横線(工8〉

○ ベルが壁か ら響 く(H78)

と,経 由点

O列 車 の窓か ら手が差 し出 され る(H15〉

O向 こうの入 口か ら回る(III47)

010円 玉 を穴か ら入れ る・
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とがその 主な用法 である。 なお,起 、点とはいって も移動の出 発場所 では な

く

○ 妙義 山を裏か ら見る(H36〉

の よ うな 「裏,反 対側,向 こう,上 」 とい った方向性 のみ の場 合 もある。

「か ら
」は体言に後接 し,「 か ら」 によって導かれ る動詞 は 「流れ る,歩

く、通 う」 のよ うな移動性 の継続動詞や,「 出る,出 発する」 のよ うな指

向性 の瞬 間動詞 が多い。本来,相 離れた2点 間の関係 を前提 とし,距 離 を

もつ行 為 ・状 態で,し か もその起点の側に立 った表現である。 したが って,

○ ベ ッ ドか らか らだを起こす(H71)

〇 四 方か ら監視され ている(IH42〉

な どは可能であるが,「 寝る,待 つ,遊 ぶ,い る,あ る1な どσ)動詞 は 「か

ら.と いっ しょに使 えない。 距離 の..Eに 立つ動 詞な ら,「 ている」 の付 い

た状 態表現 も 「見える」のよ うな状 態動 詞 も可能 である。

〇 四方か ら通 じてい る(11〕2)

O物 見 岩か ら大絶壁が見 える(肛341

ま た,あ る 地点 を境 として 以後変化が 生ず る 場合,起 点 の・・』変形 として

rか ら
」 が用い られ る。 瞬 間動 詞の場 合 と継 続動 詞 ・状態動詞 の場 合 とが

ある。 か よ うな 「か ら」 は 「で」 と置 きか え られ る場 合が多いが,「 で」

は単にその場所 で行動や変 化を起 こす とい う気持 ち を・ 「か ら」 は その地

点 を境に して以後の行動 や状態 に変化が生ず る とい う意識 を表 わす。

Oガ ーデ ンハ ウスか ら下仁 田寄 りを左折 して(II34)

02丁 目か ら道は下 り坂 になる。

○ 軽井沢か ら一…路 南下(II31)

○ 峠 へ さしかか るところか ら左 へ(H34)

1一か ら.」を受 ける語 が移動性 をもたぬ 名詞の場合は境界の意味にな る
。

○ 多摩川か ら南が川崎 市だ。

か ような 「か ら」は 「の」 と置 きかえが可能であるが,「のJは 単に 「南

のほ うの地城」 とい う地点や方向を指示 する意識 しか な く,「 か ら」 の よ

.._47_.



うな連 続 し広がる範 囲を区切 るとい う気持 ちをもたない。 それ ゆえ,多 摩

川か ら離れた1地,点 の指示

O多 摩川の南に出中君の家が凌)る。

には 「か ら」は使えない。 「か ら」は範囲の起 点を示す語 であるか ら,「 多

摩川か ら南」は多摩川 を含めた領 域全体であ り,「 多摩川 の南」 は川 を奮

まず,あ る範囲 とも1地 点 と{)と れ るのである。 この ことか ら 「道か ら南

測1道 の南側」 も,「 か ら」は道 を含めた南の領域 をさし,「 の』は道 を距

てた南の部分 または南の1地 点 を,あ るいは道路面 の南の側 を意味す るの

である。 「1丁 日～先」 「土鷹 駅 ～先1等,例 は多い。

「か ら
」 には起点,経 由点以 外の意味が文脈 に よって生ず る ことがある

び)で注意 したい。

O口 本か ら来 ま しノこ。

¢)、丈うな場 合,70本.iを 場 所 ととらず国家機構 ととれば 「口本 ヲ代表シ

テ」の意味 となる。「xx会 社か ら来 ただれそれです。」 な どと同 じである。

「私か ら申し トげます。」 な ども起 点 ・順番 の他に 「私 ガ全体 ヲ代表 シテ」

の意 に もとれ る点に注意 したい。

「から
Jと 呼応す る形式 としては次σ)上 うな ものがあ る。

Q東 京か ら立川 を通 って高尾 まで延びています(17)

O

O

O

Q

O

中野か ら石神井¢)ほうに転居いた しま した(H48〉

瀬戸力》ら美濃1こカ・Fナて1ま … 陶二王.ナ也帯(HI29〉

ホ ームか らホームヘ,販 売車の まわ1)に 集ま り(II15〉

中込か ら神津牧場への道(U32)

一とカ・ら一下へσ)プノカ宝強い(II2〔})

2.r～ ま で 」 の 用 法

1'
まで 」 は移動動 作 ・作 用の畠 り及ぶ範 囲グ)終点 を示 し,「 か ら一 よで一1

と対応す る。 「歩 く,泳 ぐ,登 る,届 ける」 導の移動性の継続動詞 と 「行

く,帰 る,出 掛 ける,投 げるJ等 の指 向性 の瞬間動詞 とが用い られ る。 「ま
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で」 は 「へ」 と違 って継続す る移動行為 を夫わ し,瞬 間動詞 を用いて も移

動 の射程や幅 を問題 とす る継続意識が強い。移動性動詞の例,

06階 まで運ぶのはたいへんで しょう。(127)

○ エ ネルギーが乗面まで伝 塗⊇』箔で(IH23〉

O文 化は ・一 太平洋岸 は房 州まで及んだが(Hl57)

指 向 性動詞の例,

Oい かに上まで上 が っていただ くか です([2ω

移 動性 ・指 向性 を持 たぬ動詞 で も 「てい く,て くる」 が 付けば 「まで」

と共存で きる。

Oこ こまではいてきたたびを(IH46)

た だ し,動 いている列車 内で 「東京 まで寝 ますJな どと言 うことがあ る

が,こ れ は 「東京へ着 くまで」 の意 で,時 間の 「まで」 ととるべ きだろ う。

移動動作の 「まで」 は,移 動行 為の‡体 を 「何が」「何 ヲ」 と設定で き

る場合に限 られ,「何ガ(ヲ)ド コマデ..・ スル」の よ うに動作 キ 「何 ガ/何

ヲ」 を持つ文型の とき現われ る。

○ しゃぼん玉飛んだ。 屋根まで飛んだ。

は 「(しぺ・ぼん玉が〉屋 根まで飛ん だ。」であ り,動 作 主 「しゃぽん玉」が

主語に立つ文型 だか ら場所の 「まで」 とな るのである。 これ がただ 「屋根

まで飛 んだ。」な ら,「 台風 で履根 虫で飛んだ。」の よ うに動作主は 「屋根」

とな り,「 まで」は 「まで も,さ え」 とい う添加の副助詞 とな って しまう。

(移 動の 「まで」は 「か ら..1と対 応する格助詞 と考 えるべ きであ ろう。)他

の格助調 に承接す る場合,「 一か らまで・ 一へ まで・～にまで・～(を)ま

で,一 でまで」等はす べて添加 ・強意の副助詞 で,格 助詞に立つ 「まで、1

は体言 に直接す る場合に限 られ る。

3、 「～へ』の用法

「へ」 は
,離 れた場所か ら目的地点に向か う動作の 目標や指向場所 を表

わ し,後 に来 る動詞 によって,移 動行為の開始(出 発)
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○ 飲み屋へ 向か った りす る(ll83)

○ ネ クタイを忘れて外へ とび出す(II2)

移 動 行為の方向(進 行方 向)

○ 交換経済 を東へ伸ばそ うと して(III62)

動1乍の方向(指 向)

Q向 こ うの 目標の方へ平行的 に向 けられていて(H76)

○ 班 長の机へ向か って(H77)

移 動 行為の終 了点(帰 着 び)場所)

O菊 治 の前へひ ざを落 とす よ うにすわ って(1H47)

○ 峠 へ さしかか るところか ら左へ(II34)

な ど を表わす。用 い られ る動詞 は 「歩 く,泳 ぐ,登 る」のよ うな移 動性 の

継続動詞,お よび 「向ける,出 発す る,投 げる」の ような指向性 の瞬 間動

詞 や 「来る,着 く」のよ うな帰 着性 の瞬 間動詞 である。 ただ し・ 「前 の方

へ坐 る」 「夜は うちへ手紙 を書 く」(n9)の よ うな移 動を前提 とした動 詞

も用い られ,ま た 「聞 こえる,知 れ る一1の ような進展性 をもつ状態動 詞 も

用い られ る。

Oふ す ま一重の茶室へ聞 こえは しないか と(II48〉

「へ
」は常に体言 に後接 し,連 用修飾語 と して動詞へかか る。 が,「 の」

を伴 って連 体修飾 をなす 場合や,「 は,も 」 を伴 う形式 も見 られ る。

○ 神 津牧場へ の道(H31)

O宿 へ は バ ス停留所か ら15分 の歩 き(1133)

1へ 」 は 「まで」 と違 一・て 「歩 く,登 る」 等の継続動詞 で も 「へ」 と組

み合わせ る と 「歩 き始める,登 山す る」 とい う瞬間動詞の意味 あい を帯び

る点 に注意 したい。 二れは 「まで」 がその先へ も進む可能性 を秘めた移動

行為の断 止点,動 作 ・事情 の至 り及ぶ コー スや範 囲を問題 と してい る賦)に

対 し,「 へ」 は移動行 為の指 向場所 や方 向のみ を問題 と してい るた めで あ

る。 それ ゆえ,方 向や 日的意識のみで コースの意味 をもたない 「東へ行

く。/富 土山へ登 る。」な どは 「まで」への置 きかえが きかない し,逆 に、
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コースの長 さを問題 とす る 「駅 まで何 分か か る～」 な どは 「へ」 への置 き

か えがで きない。 また,置 きか えの で きる場合 「塀 ～投 げる。/こ の電車

は三鷹 一行 きます。」な ども表現意識に違いがあ るのであ る。

4.「 ～ に 」 の 用 法

「に
」 は,(1)主 題 た る事物や行為の対象が 「に」 に よって示 され る場

所に存在 した り,ま た存在す るこ とによ って起 こる 結果 ・状態 を表わす。

また,(2)動 作 ・作用が成 り立つ よ うそヴ)場所 に位置 を移動 させ る場合 に

も用い られ る。 移動の方向や帰着点で ある.

(1〉 ヴ)存在 ・定 位形式には 「あ る,い る,続 く」な どの状態動詞が用い

られ る。 この形式 は 「へ」 と置 きかえ るこ とがで きない。

O悲 しい目寺代が 日本に続いた=([[10)

○ こ の先に銅像 が見えるで し ょう(II)

○ 道 路 に沿 って走 ってい る(IH36)

○ 風 景は 南に海 を もっ(111.55〉

継 続や状態の 「てい る,て ある」 形式 も多い。

○ ある森些 ∫善を歪上二妄、、レ.に(157)

○ そ ワ)中に盛 られ ている複雑な意味(IH12〉

Ol尼L面 σ)臼 ぐす りの ところに さわ らびがかいてあ ・7た(1π52〉

二れ ら¢)動詞 も 「ている,て ある」 が付いたため 「へ」 への置 きかえは

で きない。

(2)の 移 動 目標には 「行 く,着 く,置 く.1な どの瞬間動詞が用い られ る。

この形式は 「へ」に置 きかえ ることが可能 である。

○ 仕長室に行 って(ll72)

Q東 京 駅に集まる(正13)

○ 西 武線に乗る(118)

○ 東 京に近 づ くにつれ て(皿55)

これ らの動詞 は 「へ」 をとる と移 動の方 向性 の意識 が,1に 」 を とる と
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帰着場所の意識 が強 まる。

○ 水の 中へはい って目方 を殺す ことを発明 して,.一 水にはいれば 目

方が殺 され るか ら一 ・(皿39〉

「に」 には特殊な言い回 しとして 「にお いて/に おける/に あたる
』 な

どがあ る。

○ 先生 の場所 に当たる班 長の机(II99)

ま た,形 容詞が 「に」 を受 けるこ ともある。 この揚合 は程 度の基準を表

わす 。

○ いまいる と二ろは学校に こそ近いが(118)

○ 政 治家の家庭に多い(II58)

○ 床 に近いほ うの障子(HI47)

5.「 ～ で 」 の 用 法

rで
」 は名詞に付いて動作の行なわれ る場所 を示す。rで 」に よって示 さ

れ た場面内での瞬 間行 為であP,「 に」の よ うに他 の場所か らの移動や,存

在 には使 えない。 「で」に よって生ず る行為 は

O...二 つ の風 が南方 海上 でぶ つか りあ って(138)

O日 本 では,毎 年1回 大 きな台風 がや っ『(きて痛めつけ られ る(Il63)

O川 幅 の広 い ところではのんび り流れてい る(HI31)

の よ うな 自然現 象 もあるが,例 は少な く,多 くは

Oプ ラ ッ トホームでか きこむそばの味(正44〉

の ように,有 意志性の入間行為 である。しか も動作 主は(意 識 と して)「 で、!

の 場面内にお り,「 車の中 ～落 とす。」 も 「で」 を使 えば(現 実に,ま たは

意識 と して)車 中での行為 とな り,「 に」 を使 えば車外か らの行為 となる。

それゆえ 「タクシーの 巾一忘れ た らしい。」 も,・「で」 を使 うとタクシ ーの

中にい る意識 ゆえ忘れた行 為のなされ た場所 を,「 に」 を使 うと外にいる

意識 ゆえ忘れ物の あ り場所 を問題 とす る意識 が生 ずる。 これ は他動 詞の と

き生ず る相違点 である。
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○ 舞台の上(で!に)並 べ てい る。

O車 の中(で1に)立 ててい る。

等 「に,で 」の使い分 けが行為者の位置 を決定す る。

○ この二つで身 を立 ててい きた いと心に(で)決 めています(II30)

な ど もか よ うな表現意識の差が あるのか もしれな い。 なお,次 の よ うな場

合には 「に」の とき目的語が立たない。

○ 廊下で(あ なた を)待 ってい ます.

○ 廊下に(一一一一…・待 ってい ます 。

自動詞 の場合 も,

O室 内(で/に)じ っとしている。

O運 動場(で/に)並 ば され た。

と 「で,に 」 の意味す るところは同 じであ るが,や は り 「で」 を使えば行

為 に,「 に」 を使えば場所 に表現の重点が置かれ る・

0災 害 の中で生活 している ような ものです(1164)

Oい な か よ 堕も都会に生活する ことを希望 し(HI41)

Oあ な た,し い4)木 の 下に しゃがんでい らっし た じゃあ りま せ ん か

(1192)

しか も 「で」 は多 く有 意志性 動詞が立つか ら,「並ぶ」 のよ うな無意志

有意志 どちら も表 わす動 詞の場合は 「で1に 」が動作主を決め る大 きな手

がか りとなる。 「～で並ん でい る」は人間 で,並 ぶ行 為を表わ し,「 ～に並

んでいる.』は並 んだ状態 で揚所 に主眼があ り,物 品の場 含が多い。「で」が

行 為 ・作用 の描 写,「 に」が状態描 写である ところか ら,「 で きる,あ る」

のよ うな,作 用 も状 態 も表 わ し得 る動詞は

○ バナナは 日本(で ノに)は で きない。

Q南 の方(で/に)火 事 があ った。

O教 室(で1に)あ る。

の、ヒうに両 表現 が可 能なのである。 日本語 に不慣れ な外 国人 は これ にだま

され て,「 で」 をf吏うべ きところを
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○ 学 校に試験 がある。

Q横 丁にけんかがあ った。

などと言 って しま うのである。 ただ し,「 にお いて/に て」 を使えば 「で一1

と同 じ意味 となるか らさ しつかえない。

O現 代の 日本 においては,知 的な ものが尊重 されてい る(II39)

「で
」 に導かれ る動訓はふつ う動作動詞 であ り・ 「あ る」の よ うな状態動

,到が 来るときも,存 在 ではな く動作 として用い られてい る。

○ 外で宴 会があ って も(II5の

○ 土地へ の異常 な執 着が生 まれ るのだ。 ヨーロッパェそれが めだ一.)て

芽残 す1筍σ)は土地 生産性 が高い国だけであ る(Ill57)

場 所 の 「で」 は,時 閲の 「で1と 同 じく,あ る継続 した状態の終了地点

を表 わす ことがある。

○ 富 士lj.』は新宿 で見える。(そ こ以遠か らは見 えないが)

○ もう トンネルはない か ら次の駅 で窓 をあけて もいい。

これ らはいずれ も移動 している 二とを前提 とした言 表で,「マデデ/マ デ

クレバ/カ ラハ」等の意味 に近 い。 ただ し,「 で」 を用い ると.

0.こ の 電車は∫・三鷹駅 で運転 を打 ち切 ります.

の ように,そ れ までの継続行為や状態 を打 ち切 る行為 をあ る地点 で起 こす,

主たはそれ まで継続 してきた状態 に変化 を来 たす とい う意識 を表 わす。 τ三

鷹駅 で運転 を打ち切 るとい う行為や変化 を問題 としている4)で あって,東

京 ・1目.三鷹 問 とい う継 続行動の幅 を問題 としてい るの ではない。 その場 合は

「三鷹 までで
」 と言わねば な らない。

ところで場所 の 「でJは,先 行語に よっては他の意味 を持つ こ とが ある

ので注意せ ねばな らぬ。 まず,

○ 試験 は大学 で行な う。

ソ)ような揚 合,「 大学」 は試験会場 とも主催者 ともとれ る。 動作や行 事を

主催す る組織や団体 が同時 に場所 を示す語 で もある場 合は注意 したい。 ま

た,
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O砂 場 で遊ぶ。

の 「砂場,」は遊 ぶ場所 とも手段 ともとれ る。「エ レベーターで死ん だ。/ミ

キサ ー車 で作 る。/机 で作 る.」 等。最後の例は材料 ともとれ る。

「で
」は名詞や形容 動詞 な ども導 くこ とが あるの で例 を出 してお く。

O外 では政治家で ある父だ った(ll59)

○ 家 庭 での読書(m14)

Q現 場 でオー トバ イの検査 に夢 中なのだか ら 〔H73)

6、 「～ を 」 の 用 法

「を
」 は 自動詞が続 く揚 合,(正)出 発または離れ 去る動作の開始地 点 を

責わす。 「を」に よって導かれ る行為は有意志性 の行為である。

O汽 車 で上 野駅 をたち(且17)

O玄 関 をはいってす ぐ右側 です(H)

「を
」は また,(2)移 動 動作の経過する場所 も表わす。

O銀 座通 りを歩いていて も(Ill43)

O気 ぜ わ しくホ ーム を行 き来す る駅 弁売 り(II14)

0や や 下仁 田寄 りを左折 して(1134)

こグ)用法は 「パ リの町 を流れ る セーヌ川」 のよ うに無意志性の運動 も現

われ るD(1)(2)と も 「出 る,離 れ る,歩 く,通 る,散 歩す る,渡 る、飛

、～;,泳 ぐ一:な ど移動行 為を表 わす動詞 に限 られ,瞬 間動詞が来れ ば(1)

の,継 続動詞 が 来れ ば(2)の 意 味 を表わす。 した が って 同 じ動 詞で も1

(1>「 立川 を通'..Pて高 尾 まで1(17),(2)「 道 を通亙.人」の ように,1を 」の

先行語が地点 を表わす(1〉 の場合には 「経 て」 とい う瞬問動詞の意味に,

距 離 をも〆)経過場所の(2〉 の場合には 「歩 く..1と い う継続動詞ワ)意味に

用い られてい る。

を とか ら

「を
」が出発点 ・経過場所 を表わす ところか ら,し ば しば 「か ら ・の 用
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†去と重な りあ う。

O外 と うを着 て,そ れ で うちを(か ら)出 て しまった(H2)

(1)の 出 発点 としては 「車～降 りる。1へ や 解飛び 出す。/門 一仙 る。」

(2〉 の経過場所 としては 「階段 ～ころげ落 ちる。!は しご～降 りる。/山 ～

降 りる。」な どが 「を,か ら」 どちらも可能な文脈 であ るが,「 か ら」 を用

い ると,そ の地点 ・揚所 とそ こ 以外の場面 との間に範囲の境界線 を引 き,

あ る地点 を経 てその境界線 を越 える意識(経 由点),ま た は その範囲か ら別

の場面へ と移行す る意識(起 点〉が働 く。 この意識が文脈 によ'・ては 「門か

ら出 る。」 のよ うな経 由点 を表 わ した り 「へ やか ら飛 び出す。」の よ うな起

点 を表わ した りす るのであ る。い っぽ う 「を」は移動す る場面や離れ去 る

地点 を表現の対象 として と り上げ る目的意識があ り,そ れ ゆえrを.、1に 先

行す る体言はその移動行為のな され る場面(経 過揚所)か 移動 を開始す る地

点 〈起点>で なければな らない。 この ことか ら同 じ場面内 を移動す る 「坂 を

下 る。」 は 「かF)」 が使 えず,別 場面への移 行 を前提 と した行為 「階段 を

降 りる。」 のよ うな場合1こo)ノA「 カ・ら、1も使 え.るのである。v・ っ1芸う,よ

そか ら他の場面へ と移行す る経 由点 「窓 一降 りる。!窓 ～逃 げる。Jな どに

は 「をJが 使 えない。 また,ど ららも可能な文脈 「階段 解降 りる。.1な ど

は 「を」を用 いれ ば降 りる継続行 為のな され る一定揚 面(経 過場所)を,「 か

ら」 を用いれば 「どこか ら降 りよ うか ⊇ あ¢)階段か ら降 りよ うよ。」 とい

う別場面へ移行す るた めの経 由点 を表わす。階段の よ うな行為び)経過場所

でな く,行 為の 目標場所 を表わす 「玄関 をはい る。1非 常rlを 出 る。」 も,

別 場面への移行 を意味す る 「どろぽ うが玄関 一はい った。/火 事の ときは

非 常 口解出て くだ さい。」 な どには 「を」が使 えない。 「か ら」 を用い る。

また,.「途 中か ら引 っ返す。/上 空か ら降 りる。/南 か ら戻 る。1沖 か ら帰

る。/外 岡か ら来た。」の ように,そ こと対立す る他の場面(家,地一E,北,

端 日本〉を念頭 に置 き,そ の対立す る嚇面へ と移行す る(ま たは戻 る)運

動に も 「か ら」が用い られ,「 を」 は使えない。 か ような 「か らrO)用 法

は逆方向の行為 も可能で 「へ」に よって表わ され る.
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「か ら
」 の以上 のよ うな性質か ら 「大学 ～出る。」も 「か ら」 を用 いる と,

連 続す る範囲の境界線 を越え るとい う意識か ら`大 学構 内 よ り外へ出る'

とい う意味が生 まれ る。「大学 を出る。」 にも同様の意昧が あるが,む しろ

「出る
」行為の対象が 「大学」で,`大 学 を離れ る。大学教育 を終 える,卒

業す る'意 味 となる.「 大学か ら卒業す る。」 とは言 えない。 「大学 か ら社

会へ と飛 び出す。Jの よ うに 別場面へ移 行す る意 の文脈 にのみ 「か ら」 は

使えるのである。

最 後に 「を」は 目的 意識 を持 ち,起 点 の場合 は有意 志性 動詞 に限 られ る

ところか ら,「 は しごか ら落 ちた。」 を 「を」 にか える ことので きない点 も

付け加えてお こう。

をとに

「を
」が移動行為 を表わす ところか ら 「に」 の用法 とも ・部重 なる。

O玄 関 を(に 〉はい ってす ぐ右側です(11)

「外 国一旅行す る
。/門 解はいる。/横 丁 ～曲がる。」な ど移動性の 自動詞

の場合 であ る。「に」 は移動す る目的 の場所つ ま り指 向性 を表 わ し,「 當士

1.口に登 る。!西 に沈む。」の よ うにそ こ以外の場面に立 って 目的の場所や方

向 を指 向す る意識 をもつ。 「を,」は現 にその移動行為の経過す る場面 臼体

を問題 とす る意識 で,「坂 を登 る。1川 を泳 ぐ。/道 を行 く。」 の よ うに 「に」

へ の置 きか えを許 さぬ場合 も多い。 「岩山 ～登 る。.」も,「 に」 と 「を」 で

発想 に違 いがあるわ けである。教育の現場 で 「木 ～豊 る。.fは 「木 に登 る。1

だ と頭 か ら教 えこむ向きが見 られ るが,木 全体 を登 る目的対象 として同時

的 に意識す る場 合はいい として,木 を,登 る行為の行なわれ る場面 として

意識す る場 合,し た が って木 の幹 を,登 るコー.スとして下か ら.ヒヘ と順次

継時的 に とらえてい く部分的判断 の とき,た とえば

Oこ の木 をどん どん登 ってい くと,こ ずえ に鳥 の巣 があるよ。

とい う場 合には 「に」が使 えない。 「に,を 」 の選択は前後の語 によって

決定す るの では な く,発 想 に由来する文脈が左右す るの であ る.
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なお,移 動動作以外の行為,た とえば 「とるJの よ うな他動詞 も 「カー

ドを(に)と る。」 と 「を,にJの 併用が見 られ る。 この場 合は 「何」 をと

るのかPカ ー ドをとる。J「 どこに とるのかPカ ー ドに とる。」の よ うに 「を」

は行為の対象 を,「 に」 は行為の向け られ る場所 とい うは っ きりした違 い

が認め られ る。

をとで

「で.
iが 動作の行 なわれ る場所 を示す ところか ら,そ の動作 が移動動作

である場合には 「を」 と用 法上重 なる、、「川 ～泳 ぐ。/氷 の.E一 滑 る。/公

園～散歩する評 運動場 一マラソンす る。/海 底一捜す。」

ただ し,「 を」 によ って示 され る場面 はその移動動作 ・行 為の対象 とな

る場面であ り,そ の移動は 日的 意識 を もつ.「 で」は 「にて」で,単 にそ

の行為の行なわれる場所で しかない。 それ ゆえ 「川 を泳 ぐ。」は 泳 いで向

こ う岸へ行 く(ま た は上 る,下 る)二 と自体に 目的があ り直線的行為である。

「川で泳 ぐ
。.1は 移動 行為 自体 に 目的はな く,泳 ぎ回 る 行為実現 のために

「川
」 とい う場面 を選んだにす ぎない。 こσ)ことか ら 「を..1を とる と 「ド

コソコヲ」 とい う場所に重点が置かれ,「 で」 をとる と 「_・ デ何 々 ヲス

ル」 とい う行為に重点が置かれ る。 「あヴ)角～曲がる。/3番 目の橋 一渡

る。」 な ども 「を」 を使 うと目的地点到達のためには どの角を曲が らなけ

ればな らないか ～あの角 を曲がれば よい,と い う地 点の指示 に重点 が置か

れ る。い っぽ う 「で」 を使 うと 「あの 角で ど うしますか}曲 がるか 曲が ら

ないか ～あの角で曲が りな さい。Jと い う行為 に重点が置かれ る。「で一1が

移動行為以外に も 「角で遊ぶ。1～ 立 ち話する。/一 待 ってな さい.」 と言

えるのはかか る理 由に よる。 しか も,「 を」が行為の 目標場面 を,「 で」 が

示 され た場面での行為 自体 を問題 とす るところか ら・ 「を」 の場合 はその

場面以外に あって 「ドコソコヲ」 と考慮する意識 が,「 で」 の場合 はその

場 面内にあって何 かを 行 為す る とい う意 識 が 生まれ る。 「外 国～旅行す

る。」 も 「を」の場合は話 し手は 日本にあ って海外旅行 を考 えてお り,「 で」
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の場合はその外国内でほ うぼ う旅行する ことを脳裏に描いている。1を 」と

「で
」は行為す る人の(け っ きょくは話 し手 自身の)観 念 的位 置に違 いがあ

るわけである。 「海底 一捜す。/雪 山～滑る。」な ど,「 を」は 「ドコヲ～海

底 ヲ」 と海底 を全体的な もの と して距離 をおいて とらえ,か な り観念 的な

表現であるが,「 で」 は話 し予 自身海底 にある意識か ら 「海底 ノ中 ノ トア

ル特定 ノ場 面内デ何 ヲスルP」 とい う 行為の行 なわれ る 個所 を意識 した き

わ めて具体的 な表現 と言 えるであろ う。

「捜す
」 の ように 他 動詞 を とる 場合は,特 に 移動行為 とはか ぎらない・

「ドコソコヲxx.ス ル
」 と、 動作の対象 を提示す る。 「教室～掃除する。/

庭 卿掃 く。/廊 下飼ぞ うきんがけす る。/日 本 ～研究する。」な ど,1で 」 を

用いればその場面内 での行 為,「を」 を用いれば客観的にその場面 を行為 ・

動作の対象 としてと り上げ考えてい る表現である。それゆえ最後の例σ)よ

うに 「で」 を用いれば,単 に研究す る場面 として 「口本 ノ国内 デ」・ 「を」

を用いれ ば 「日本 トイウ国家ヤ文化ナ ドヲ」とい う差が出 て くるのである。

「を
」 は本 来客観的にある 場面 ・地点を行動対象 として と りあげる気 持

ちがある。話 し手は現実の場か らその場所を行動対象 として観念的に指向

す る気持 ちである。 た とい場所 を示す語 が用 い られ ていて も,そ の場所 を

行動する場面 として とら.えているのではない。行 為び)目標 ・対象 として と

らえるのである。 「頂上 をめ ざ して登 る。ユの よ うに離れた地点か らの指 向

がで きるの も 「を」のかか る性 質による。 「教室を掃除 しろ。/廊 下 をぞ う

きんがけ しろ。.rな ど 「を」 による表現 は教室や廊下 を行為者の身 を置 く

場所 として とらえているのではな く,掃 除 しぞ うきんがけ をす る個所 とし

てはあ くしているにす ぎない。 「壁 をふけ。1窓 ガ ラスをみがけ。Jの よう

な人間の位置で きぬ場所で も 「を』で指示で きるのは,「 を」が他動詞に

よる行為の対象物 を示す働 きを持つか らであ り,け っして行為 をなす場面

として提 示され てい るのではない。か よ うな 「を」は もちろん 「で」に置

きかえることはで きない。「で」は,「 で」に よって示 され る場面内に観念

的に位置 して,そ こで何か を行動す るとい う意識なのである。

一59一


